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とで、ランダウレベル充填率ν = 1.19 でホールバー端に沿って直線状に現れた巨視的パターンが、











より、ν = 2/3 スピンドメイン構造において抵抗検出核スピン共鳴が電子スピン偏極による鮮明な
ナイトシフトを示すことを明らかにした。さらに、抵抗検出核スピン共鳴技術に走査ゲートイメ
ージング技術を組み合わせた核スピン共鳴イメージングにより、核スピン偏極が広範囲にわたり
分布しており、充填率により変化する様子を捉えることに成功した。得られた成果に基づいたν = 
2/3 スピンドメイン構造の核スピン・電子スピン分布のイメージングが今後期待される。 
本論文は５つの章から成る。第一章の序論に続き、測定の要である第二章で走査ゲート顕微鏡
のセットアップを説明している。第三章で量子ホール非圧縮性領域の電子散乱イメージングにつ
いて、第四章で電子散乱に伴う核スピン偏極の空間分布イメージングに関して議論されている。
最後に、第五章で得られた結果をまとめ今後の展望を述べている。 
以上の内容は、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示して
いる。したがって、WANG, Yihao 氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認
める。 
